































































































































































期 径＋左室後壁厚） 3－（左室拡張末期径） 3｝］＋0.6 。2D：area-length法、LVmass
＝1.05{［5/6A1（a+d+t）］-［ 5/6A2（a+d）］}。4D：超音波装置内臓の計算ソフトで
の自動計測【成績】有効な４D検査が施行できた28名を検討した。年齢は3ヶ月～17歳
で、男女比は男17名、女11名であった。左室心筋重量は以下の通り。Mモード　55.2
±12.6g/M2、２D　52.6±13.1g/M2、４D　65.0±46.2g/M2であった。4Dにおいて他の2
法に比べ計測値が大きく、算出され計測値にばらつきが認められたが、3群に有意差
は認めなかった。【結論】左室心筋重量の計測において、Mモード、2D、4Dのどの計
測方法を用いても有意な差は認められなかったため、左室心筋重量の評価はどの手
法を用いても問題ない。しかし、4Dにおいて計測できなかった症例が48例中20例認
め、さらに計測値にばらつきが認められた。4Dは直接心筋の体積を測定できる反面、
他の2法に比べ算出に必要な断層像を描出するのに苦慮する面があり、検査者の熟練
を要す。更に、体格の小さい乳幼児では計測できない症例を多く認めた。
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